


























































































































































































































































































































































































































西藏 ･ 新疆 「三人兄弟の医者と北守将軍」「北守将軍と三人兄弟の医者」「みあげた」
「雁の童子」「ひかりの素足」「ペンネンネンネンネン ･ ネネムの伝記」
「峯や谷は」「マグノリアの木」「インドラの網」
印度 「四又の百合」「十力の金剛石」「学者アラムハラドの見た着物」「オツ
ベルと象」「龍と詩人」「手紙　一、二」「二十六夜」
中近東 「研師と園丁」「チュウリップの幻術」「ひのきとひなげし」
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聴である。間もなく霧が晴れ、太陽が現れる。草の高原の頂上に立った諒安は＜山谷
の刻みにいちめん真っ白にマグノリアの木の花が咲いている＞のを見て、思わず目を
凝った。と、そこに二人の子供が現れ、マグノリアの讃歌を歌う。そこで諒安は子供
たちに向かって、「マグノリアの木は寂静印です。ここはどこですか」と聞いかける。
すると諒安の背後から一人の人物が姿を現し、「さうです、マグノリアの木は寂静印
です」という声が返ってきた。諒安とその人はお互い同じぐらいの歳であることを認
め合う。仏陀の教えは諸行無常、諸法無我、涅槃寂静の三法印を言う。ここでこの童
話は終わりとなっている。
　「マグノリアの木」の主人公諒安の目に映った＜マグノリアの木＞について、金子民
雄の＜ホオノキ＞だとの指摘に対し、続橋達雄や周異夫は＜コブシ＞だと考えてい
る1。が、＜マグノリア＞は漢字で書くと、＜木蓮＞である。つまり、木の蓮である
可能性もあるだろう。仏教において重要な象徴的な意味を持っている蓮の花は多年生
の水草であるが、落葉低木としての木蓮は木の蓮であり、賢治から見ると、春の到来
を告げるその花は、まさに蓮と同様な意味を持っているのであろう。
　「マグノリアの木」の中で、太陽が昇ると、＜陰気＞な霧が融ける。＜融けのこりの
霧はまぶしく蠟のように谷のあちこちに澱＞む。その時、諒安は＜山谷の刻みにいち
めん真っ白にマグノリアの木の花が咲いている＞のを見た。険しい山谷の中の霧に象
徴される諒安の陰湿な気持ちも一瞬変わり、＜心も明るく＞なったのである。世界に
明るさをもたらしてくる太陽と同様な機能を有する＜マグノリア＞は人間の心、つま
り内的世界の闇を退治し、それを安穏静寂の天上の世界に道案内する役割を持ってい
るだろう。
５．「インドラの網」における＜賢治曼荼羅＞
　「インドラの網」は1929年４月に創作された作品であり、舞台は西藏高原である。が、
賢治は西域も西藏も、まして印度もそう区別せず、たいして気にかけていなかったよ
うに思える。彼は西藏を天竺、印度を辛度として使っていたようであるが、細かな地
理的区分などを考えなかったおかげで、賢治はこんなに想像力豊かな童話や詩が書け
たのではないだろうか。
　１金子民雄『宮澤賢治と西域幻想』中公文庫、1994年。
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　主人公である「私」は、いつの間にか生き物の気配の一切しない、白い過冷却の水の
湖岸に佇んでいる。そこはまた地上でもあり、天上界でもあり、気圏の世界でもあっ
た。「私」はすっかり天の空間にまぎれ込んでしまったと、錯覚する。するとここでも
三人の天の子供が現れる。この天の少年たちに「私」は、于 （ホータン）の大寺から壁
画を発掘した青木晃だと、初めて自己紹介する。
　やがて東の空に太陽が昇り、空一杯にインドラの光の網が張られ、百千の天の太鼓
が鳴り渡り、不思議な大きな蒼い孔雀がクウクウと鳴いている。しかし、天鼓の音も、
蒼孔雀の鳴き声もその姿も、聞こえるかと思うと聞こえないし、見えるかと思うと見
えない。すっかり東の空が赤くなると、少年たちはいずかたへか姿を消し、「私」は草
と風の中に倒れ伏していたのを知った。
　この童話はこうした幻聴と幻覚の世界を描いたのである。
５.１「インドラの網」の原型
　金子民雄によると、「インドラの網」は四十六行の中篇詩「阿耨達池幻想曲」の内容に
そっくり書き改められた童話であり、詩は童話より先に作られたそうである。１ 阿耨
達池はヒマラヤの北にあるという想像上の池であり、岸は金・銀など四宝よりなり、
阿耨達竜王が住み、四方に河が流れ出して、人間のいる贍部洲 を潤すと言う。実に、
大ヒマラヤ山脈の北側、すなわち南西藏には、仏教徒とヒンズー教徒にとって等しく
神聖視される場所がある。この霊場にはマナサロワール湖とその北側にカイラス山が
聳える。マナサロワール湖は経典の中の阿耨達池である。一方のカイラス山は須弥山
と言われ、仏教の世界観では一つの曼荼羅界を構成するものと考えられた。須弥山だ
けでも六回ほど、曼荼羅は四、五回、賢治文学に登場する。
　「阿耨達池幻想曲」は、短いながら西藏の地理的背景を網羅して描かれている。が、
こうした西藏の情報を賢治がどこから得たのだろうか。それは河口慧海著『西藏旅行
記』（1904）とスブェン･ヘディン著『トランス･ヒマラヤ』（1909）の二冊だと推測されて
いる。２
　賢治文学を理解するためには、彼が西域への憧れを培った生まれ故郷を熟知するこ
　１金子民雄『宮澤賢治と西域幻想』中公文庫、1994年、148頁。
　２金子民雄『宮澤賢治と西域幻想』中公文庫、1994年、157頁。
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とは最小限必要であり、極めて大切なことであると思われる。賢治の住んだ町から朝
夕望んだ北上山地は、彼の西域作品の揺籃の地と言っても過言ではなかった。花巻か
ら盛岡の間のどこか北上平野の一角に立って、東を見ると、そこには北上山地が一つ
の壁のように、重層とした山並となって続いている。北上山地というのは、標高千～
二千メートルの高原である。雪が降り積もると、山腹まで覆って、遠くから見ると、
一つの巨大な山脈を連想させるそうである。
　賢治は、十代から二十代の青春時代、もっぱら盛岡郊外の小岩井農場の散策や、岩
手山の登山に情熱を傾けていた。岩手山登山も、賢治にとっては極めて宗教的色彩の
強いものであったが、当時の彼はまだ精神的にも明るかった。しかし、盛岡の学校を
卒業するころになると、なぜか次第に北上山地への思いがつのっていったようである。
早池峰山群や種山ヶ原である。そしていつか思いは、いやましに西藏と重なっていっ
たようである。
　賢治にとって、この西藏の聖域とはなんだったのであろう。多分、賢治はそれを仏
教やヒンズー教の聖域を越えた、単なる詩的感興以上のもの、民と土地を潤すあらゆ
る生命の源として捉えていたのであろう。童話「マグノリアの木」や「学者アラムハラ
ドの見た着物」の中に、賢治のこういった気持がほのかに窺われる。農業技師として
賢治は、絶え間なしに襲いくる日照りや、水不足、冷害の苦しさを誰よりも肌で感じ
とっていた。彼の憧憬と願いが「阿耨達池幻想曲」という詩の中に込められていたので
あろう。
５.２ インドラについて
　インドラはヒンズー教では大気の神で、天上界と地上界を支配する。この神々の王
インドラが仏教に改宗すると名を変えて帝釈天になり、須弥山の頂上に住んでいるこ
とになっている。アナサロワール湖（阿耨達池）北岸に聳えるカイラス山がこれである。
インドラは天人形では白象になり、右手に三鈷杵、左手は胯に置いている姿に描かれ
ている。
　賢治がなぜ帝釈天にせずインドラにしたのか、なぜ仏教よりヒンズー教神話を前面
に出したのか、それはその方が童話を書く上でずっと魅力的であり、エキゾチックだっ
たからであろう。
　そして、仏教に改宗して帝釈天になるインドラは、須弥山頂の忉利天に住んでいる。
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ここの帝釈天宮に縦横に張りめぐらされている網は、無数の珠玉によって固定されて
いて、仏教ではこれを帝網と呼んでいる。この玉の一つはあらゆる玉を映し、さらに
それぞれの玉がお互い他の玉の姿を映していく。こういったお互いの関係を帝網――
帝釈天宮の網――というのである。松長有慶によると、この世の中は実は帝網であっ
て、決して自分一人で生きていける訳でないことを、表しているのだと言う。１
　更に、深く掘り下げると、これは南方熊楠の「南方曼荼羅」と通じていると思われる。
５．３ 賢治曼荼羅と南方曼荼羅
　南方熊楠（1867－1941）は1900年にロンドンか
ら帰国した翌年から1904年にかけて、那智に隠
棲して植物研究と科学論の書簡による執筆に明
け暮れた。この時期の熊楠の思想活動の中心は、
熊野の豊かな自然を科学的な条理によって探求
することにあった。そうした暮らしの中で、親
交を結んだ土宜法龍に宛てた1903年７月18日の書簡で、「南方曼荼羅」と呼ばれたダイ
アグラムを初めて描いた（上図）。そして、書簡において、南方は「さて妙なことは、
この世間宇宙は、天は理なりといえるごとく（理はすじみち）、図のごとく（図は平面
にしか画きえず。実は長、幅の外に、厚さもある立体のものと見よ）、前後左右上下、
いずれの方よりも事理が透徹して、この宇宙を成す。その数無尽なり。故にどこ一つ
とりても、それを敷衍追求するときは、いかなることをも見出し、いかなることをも
なしうるようになっておる。」１  と述べている。
　鶴見和子がこの図を密教の「曼荼羅」と初めて見立てたうえ、「曼荼羅とは、“宇宙の
真実の姿を、自己の哲学に従って立体または平面によって表現したもの”である。真
言曼荼羅とは、真言の教主である大日本如来を中心として、諸仏、菩薩、明王、天を
図式的に示したものである。この真言曼荼羅にヒントを得て、南方は曼荼羅を森羅万
象の相関関係を図で示したもの」と解した。２
　「南方曼荼羅」に代表される南方のネットワーク図は、それらを構成する空間内に張
り巡らされた線群と交差点群の配置に意味がある。鶴見和子は、「曼荼羅、今日の科
　１ 松長有慶『密教』岩波新書、1991年、48～52頁。
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学用語で言えば、モデルである。南方曼荼羅は、南方の世界観を、絵図として示した
ものなのである」と解釈したうえ、「南方は土宜法竜以外には、このような彼の構想を
決して語っていないのである。その意味で南方曼荼羅は、南方の学問の密教的側面で
ある」とも指摘している。３　ここで、鶴見和子は南方熊楠と真言宗という密教的伝統
との関わりを示唆する。
　実に、南方がイメージしたこのネットワークは、華厳経の「インドラの網」を連想さ
せる。インドラすなわち帝釈天の宮殿には巨大な網がかかっていて、その結び目には
ことごとく水晶の宝珠が縫い込まれているという。全宇宙を覆うこのインドラの網の
宝珠が互いに反射しあっているさまは、賢治が童話「インドラの網」では次のように描
き出されている
　　「ごらん、そら、インドラの網を。」私は空を見ました。いまはすっかり青ぞらに
変ったその天頂から四方の青白い天末までいちめんはられたインドラのスペクトル
製の網、その繊維は蜘蛛のより細く、その組織は菌糸より緻密に、透明清澄で黄金
でまた青く幾億互に交錯し光って顫えて燃えました。４
熊楠の「南方曼荼羅」と賢治の「インドラの網」にはいくつもの共通点がある。その共通
点の中で最も特筆すべきは、生き物を含む万物の多様性を体系化するための基礎とし
て、いずれも密教のマンダラ的世界図像に基づく可視化を試みたという点である。ギ
リシャ時代以来の長い伝統を持つ「存在の連鎖」に代表される直線的なチェイン構造、
あるいはダーウィンやヘッケルが描いた「系統樹」のようなツリー構造に比べて、網状
のネットワーク構造は遥かに複雑である。しかし、高次元ネットワークはそれ自体は
密教的でも秘教的でもなく、事物の体系を視覚化するツールの一つに過ぎない。
　南方は曼陀羅というモデルを考えることによって世界の実相を解明して見せたが、
それだけに終わらなかった。彼は、既にロンドン時代から「小生は何とぞ在家の菩薩
となりて、一切世間に事実をなしたし」５　と望んでおり、学問というものは実践活動
と結びつくものでなければならないと強く認識していた。従って彼は南方曼陀羅論を
　１中沢新一編『南方熊楠：南方マンダラ』河出書房新社、1991年、255頁。
　２鶴見和子『南方熊楠――地球志向の比較学』講談社、1981年、83頁。
　３鶴見和子『南方熊楠――地球志向の比較学』講談社、1981年、85頁。
　４宮澤賢治『校本宮澤賢治全集』第８巻、筑摩書房、1975年、275頁。
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完成した後、熊野の森を自ら下って野の人となり、残りの生涯を実践活動に捧げる生
き方を選択した。この活動は神社合祀反対活動としてよく知られている。この反対活
動の原理は既に南方曼陀羅論に窺われるが、主として白井光太郎宛書簡に明晰に語ら
れている。その中で、南方は神社や森林を「秘密儀」（mystery）とし曼陀羅として捉え
ている。６
　森の生物の中に宇宙を見出そうとしていた熊楠のものは、異次元の天空を語る賢治
の「インドラの網」の次の言葉などにも反映されていると思う。
　　私は空を見ました。いまはすっかり青ぞらに変つたその天頂から四方の青白い天
末までいちめんはられたインドラのスペクトル製の網、その繊維は蜘蛛のより細く、
その組織は菌糸より緻密に、透明清澄で黄金で又青く幾億互に交錯し光って顫えて
燃えました。７
　「蜘蛛のより細く」、「菌糸より緻密」と賢治が形容するこのビジョンを、熊楠は実際
の生物の観察を通して獲得しつつあった。粘菌と呼ばれるこの生物は、動物と植物の
中間項のような存在であり、流動体となって動物のように捕食活動を行ったかと思え
ば、植物のように菌糸を広げ、胞子を結ぶ。那智の山中にあって、熊楠はくる日もく
る日もこの奇妙な生物の観察やスケッチを続け、そのことを通して宇宙や生命の不思
議を見つめようとしていたのであった。
　賢治の「インドラの網」にも、草の穂の中に倒れ、夕方から夜明けにかけて、広大な
自然の世界の中にいて、だんだん夜明けを迎え、天人の飛ぶのを見、天鼓のなるのを
聞き、コータン大寺の遺跡から発掘された壁画の中の三人の天の子供達と話を交わし
合うような超現実の感覚が描き出されている。しかも、その超現実の世界は、現実の
世界と切り離せない。むしろ超現実が現実になっている。現実と超現実の現実である。
しかしそれはどこまでも現実の中にある超現実である。こういう世界が、四次感覚に
おいて捉えられた世界、四次元の世界である。こういう世界の消息を語るものを、賢
治は第四次元の芸術と言っているのだ、と指摘されている。８　それはもしかしたら＜賢
　５南方熊楠『南方熊楠全集』第７巻、平凡社、1975年、164頁。
　６南方熊楠『南方熊楠全集』第７巻、平凡社、1975年、562頁。
　７宮澤賢治『校本宮澤賢治全集』第８巻、筑摩書房、1975年、275頁。
　８谷川徹三『宮澤賢治の世界』法政大学出版局、2009年（初版1970年）、138頁。
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治曼荼羅＞とも言えよう。
６．「雁の童子」における＜童子＞
　「雁の童子」の現存草稿には、題名左方に赤インクで「近代的の淡い彩を施せ」と書き
込みがある。また、表紙裏には、鉛筆で、「征王は労働運動の首領とうまれ、世界を
修羅に化せんとし、忍べる僧は聖者とうまれ世界を天に化せんとす」と記してある。１
　「雁の童子」は、これまで脇役としてしか登場しなかった西域出土の壁画の童子が、
主要テーマになっている。北から波浪のように押し寄せる流沙の端のオアシスの泉の
ほとりで、一人旅を続ける「私」は、やはり巡礼の老人に会う。そしてこの老人から、
泉の近くにある塔は、雁の童子を祀ったものだと知らされた。老人の語るところによ
ると、あるとき、沙車の外れを須利耶圭という人が、徒弟と一緒に歩いていた。その
とき徒弟は、空を飛んでいる雁を、鉄砲で次々と六羽も撃ち落とした。するとそれら
の雁が人の姿に変わって、燃えながら地上に落ちてきたのだった。この中に老いた人
がいて、自分らは天の眷属で、罪を得て雁の形をしていたが、いまその報いを果たし
たので天に帰る、ただ孫の一人が天に帰れないので頼みます、と告げるなり、姿を消
したのであった。
　須利耶圭は、約束通りこの子を自分の子供として育てた。しかし、いつか人々はこ
の子を雁の童子と呼ぶようになった。少年はやがて成長していったが、ある日、沙車
でたまたま掘り出されたという、三童子の描かれた壁画を見ると、「なんだか笑った
まま」倒れかかり、驚いた須利耶圭が抱きとめると、「おぢいさんがお迎ひをよこした
のです」と呟いたのだった。この塔は今この童子を祀ってあるという。「私」は、旅の
巡礼の老人から、この不思議な話を聴いて、別れるとまた各々旅を続けていった。こ
れが「雁の童子」の粗筋である。
　が、「私」と「老人」が出会ったのはいつか。テクストには「地理学者や探検家」という
言葉が出てくるから、19世紀末から20世紀初めにかけて西域に多くの探検家が入った
頃、つまり賢治が「雁の童子」を書いた同時代であることが推測される。
６．１ ＜雁＞について
　出来事がおきた場所は「沙車」であり、「沙車」はタクラマカン砂漠にあるシルクロー
ドの一都市、現在のヤルカンドの古代国家の地名である。猪口弘之の論述によると、
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「須利耶」の名は『妙法蓮華経』の訳者鳩摩羅什の師である須利耶那摩の名の一部の借用
だそうである。２
　それに、「雁の童子」で、賢治は雁に特別な意味づけをしたと思われる。作品には、
六羽の雁が次から次に天から落ちてくる話から始まる。雁は「天の眷属」という位置づ
けで、「罪があって」雁の形にされていた。その罪の内容をここでは取りあげないが、
雁というものが刑罰の具象であることに、賢治が注目していたことに留意したい。即
ち、雁が聖なる者の「罪」の象徴という認識であろう。
　ところで、この認識の根源を掘り下げていくと、すでに古代インドや中国に根付い
ていたことが分かる。昔、インドのマガダ国の僧は、空から落ちてきた雁が菩薩に化
身したと思い、塔を建てて供養した話が伝わっている。墜落してもなお飛翔して菩薩
になれた雁の転生に、迷いにはまり、罪を負ったものたちの希望の火が点る。救いの
灯火である。免罪符を手に入れることができる希望を感じ取る。こういう暗示と象徴
を映したのが雁である。
　舞台を中国に戻す。唐初期、太宗李世民皇帝を継いだ第九子･高宗李治は心優しい
性格であったという。母は太宗の正妻である長孫皇后であった。この母の菩提のため
648年、長安南に慈恩寺を建立した。652年、玄蔵がインドから持ち帰った膨大な経文
を収めるため、「塔」を建てた。この塔の名称が「大雁塔」である。苦悩と迷いから救い
出してくれる貴重な経文が収まる塔にふさわしい「雁」である。『西遊記』で玄蔵が取経
して帰ってからの第一回目の暗経の場はやはり、この「雁塔」である。大雁塔建立に協
力した高宗の冥福を祈り、684年創建の薦福寺にも小雁塔が709年に完成している。
大･小の「雁塔」はそろって飛翔の外観を呈して、見るものに希望･再生を印象付けるよ
うである。
６．２　＜童子＞について
　「童子」を『大辞林』で引いてみると、次のように説明されている。
　　①子供。②召し使いの少年。③［仏］ア．寺にいて剃髪得度せず、仏典学習のかた
わら数々の雑務を行う、八歳以上二十歳未満の者。イ．〔仏を法王というのに対し
　１宮澤賢治『校本宮澤賢治全集』第８巻、筑摩書房、1975年、527頁。
　２猪口弘之「賢治童話と仏典説話――＜雁の童子＞渉典メモ」『国文学』27-3、1982年。
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てその王子の意で〕菩薩の別名。ウ．仏･菩薩などに従って雑役をつとめるもの。④
能面の一つ。１
　ここから、「童子」は従者、使いの者という意味も強いことが分かる。
　また、『宮澤賢治大事典』の｢童子｣の項目を見ると、｢原語は、少年･青年の訳語。出
家を願って修行者に随う若者のこと。如来を法王と尊称するが、菩薩を童子とも王子
とも呼ぶ｣２ と解説している。
　すると、｢童子｣という言葉は身体的･年齢的区分より、宗教的な求道の途中にいる
もの、従者、 使いの者の意味合いが強いようだと理解してもいいだろう。
　賢治文学には、西域という空間で、童子は高貴な身分だったり、高貴な服装をして
いるなどで、 人間世界からはっきりと区別されている。たとえば、｢雁の童子｣は前世
で｢王様の子供｣で、罪を犯して地上の人に身をゆだねた身分である。そして、｢マグ
ノリアの木｣では｢羅をつけ瓔珞をかざり｣、また、｢インドラの網｣では｢霜を織ったや
うな羅をつけすきとほる沓をは｣いている。三作ともに童子は壁画に描かれた三人の
天の童子たちという神聖なイメージで登場する。
　初期童話｢双子の星｣に登場するチュンセ童子とポウセ童子は、天の川の水晶のお宮
に住みながら、空の星めぐりの歌にあわせて銀笛を吹き、宇宙の運行に｢すきとおっ
た｣旋律を加え、その秩序を讃える役割をする天の子供である。この二人の童子はそ
の役目を終えると、風車で霧をこしらえて、小さな虹を飛ばして遊んだり、小流れの
中に石ころで滝をつくったりして遊ぶ子供らしい面々もみせる天の子供でもある。ま
た、二人の童子は 傷ついた大烏を生き返らせる。ここで、二人の童子が吹きかける
息は生命力の象徴であり、宇宙秩序の修復を意味する。
　｢オツベルと象｣では、白象を救うための手紙を象の仲間たちに伝えるメッセン
ジャーとして登場する。作中では、童子の大事な役目は、天または神の使いとしての
役割である。そして、オツベルの課した労働に疲れきった象がお月様に｢苦しいです。
サンタマリア｣と嘆くと、子供の声と共に、赤い着物の童子が現れる。ここで、｢童子
｣は子供のようであり、お月様の使いとして登場する。童子の登場はこの場面しかな
いが、仲間に手紙を届けることで白象は助けられる。オツベルが｢ケースを握ったまま、
　１『大辞林』第３版、三省堂、2002年（初版1988年）。
　２渡部芳紀『宮澤賢治大辞典』勉誠出版、2007年、461頁。
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もうくしやくしやに潰れ｣てしまっても、童子はイノセントな仲介者である。
　｢ざしき童子のはなし｣は、岩手県に伝わる｢ザシキワラシ｣の物語をもとにした話で
ある。｢ざしき童子のはなし｣は、誰もいない部屋で箒の音が聞こえたり、みんながい
る中で｢ひとりも知らない顔がなく、ひとりもおんなじ顔がなく、それでもやつぱり、
どう数へても｣ひとりふえている時など、日常の世界に挿入された異界の風を感じる
時にざしき童子の存在を感じるとなっている。 　
　民話では｢ザシキワラシともいわれて、子供の姿をした神様｣で、この神様がいなく
なると、その｢イエ｣が衰えるといわれている。｢一種の精霊と信ぜられ、由緒ある旧
家に住み、その家の運命に関係があるものと伝承されているもの｣である。
　同じく｢ザシキワラシ｣と表記しながら賢治童話では 、｢ペンネンネンネンネン･ネ
ネムの伝記｣では、世界裁判長のネネムが裁判長になって最初の判決を言い渡す相手
が｢ザシキワラシ｣である。｢座敷童子｣という表記はしないで名前のように｢ザシキワ
ラシ｣と書いて、岩手地方の民話をユーモラスに再創作している。面白いことに、｢ザ
シキワラシ｣は｢二十二歳｣で、｢日本岩手県｣の子供を｢気絶せしめたる件｣にとわれる、
ばけものの世界の住民である。ザシキワラシの罪名は｢人の居ない座敷の中に出現し
て、箒の音を発した為に、その音に愕ろいて一寸のぞいて見た子供が気絶をした｣と
いういたずら好きな一面を覗 かせる。
　このように賢治童話の中の｢童子｣は、｢子供｣と類似した性質を持ちながらも、｢子
供｣とは異なる次元の世界に身をおいている。雪を降らす雪童子、風を担当する｢又三
郎｣、星の運行に関係する｢チュンセ童子とポウセ童子｣など、それぞれ宇宙の運行に
関係する役割を担っていて、人間の世界とは繋がりがない存在である。
７．おわりに
　これまでの分析から分かるように、賢治は西域文学を創作する上で、中国の古典は
ほとんど直接資料として使用しなかったのである。よい意味で、漢文の影響圏外に身
を置くことができたと理解してもいいだろう。そして彼は自分の住んだ東北の山野を
西域とダブらせ、思いきって空想の翼をのばした。それこそ、賢治の西域文学の＜魅
力＞であり、読者を惹くことができる＜原動力＞だと金子民雄が指摘している。１ 即ち、
賢治がみた西域は、仏教的要素が強い聖地でありながら、哲学･科学の影響を受けて
作り上げたユートピアでもある。
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　賢治が西域文学を創作したきっかけは仏教信仰だとしても、彼が目指したものは教
化のための文学ではなかった。大きな志を持っていた賢治にとって、さらに現実世界
における国家の改革の実現を目指し、ユートピア思想が実現するために、進むべき道
を見つけることが彼の目的であろう。
　彼は一生をかけ国の「新文明」を作り出すことに全力を尽していた。その「新文明」の
実験場は故郷の「イーハトーブ」の岩手県だと言える。そこは北緯三十九～四十度の位
置で、タクラマカン砂漠の東の入り口だった「楼蘭」などとは同緯度である。これは偶
然の一致にすぎないが、世界地図を見たときに気づくこの一致は賢治が小さい頃から
愛読した『西遊記』の舞台でもある西域幻想へ、賢治をいっそう駆りたてたと思われる。
　賢治の若死に伴い、彼の「西域」、 「東洋」を参照とする「新文明」の志も夭折してし
まったが、その功績は称賛すべきである。それに、彼の柳田国男、南方熊楠から受け
た志は他の作家たちが受け継いでいる。その一人が大江健三郎である。大江健三郎文
学においての架空の国（村＝国家＝小宇宙）がその体現である。
　そして、賢治によって考えだされた、最もユニークで、最も深遠で、最も未来的な
可能性を秘めた世界観、文明論、社会思想が彼の西域文学にあり、社会活動にもある。
これらのことを解読する努力の中から、きっと私たちの未来を開く、思想の鍵が取り
出されてくるに違いないだろう。
　１金子民雄『宮澤賢治と西域幻想』中公文庫、1994年、48頁。
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